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福岡市 

福岡市の環境施策の実施状況等について 

資料２ 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
○それでは，福岡市の環境施策についてご説明します。

○本件は，福岡市環境基本条例第11条に基づき，
　　「環境　の状況並びに環境の保全及び創造に関する
　施策の実施状況」について取りまとめた　
　ものをご報告するものでございます。

○また，環境施策の中には，「大気汚染防止法」や，
　　「水質汚濁防止法」， 「地球温暖化対策の推進に
　関する法律」といった個別の法律により報告すべきもの
　もございます。
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Ⅰ．総論 
 環境政策の全体像～計画等の体系 
 
Ⅱ．各論 
 取組１．福岡式循環型社会システムの構築 
     
 取組２．温暖化対策を考えた福岡のまちづくり 
 
 取組３．自然とのふれあいと生物多様性の保全 
 
 取組４．健康で安全・安心な環境の確保 
     
 取組５．環境に配慮した行動を促すための共通的基盤 
     の整備 
 
 取組６．試験・研究の充実 
     
 

 目     次 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
○はじめに，本市の環境施策の全体像について簡単にご説明
　　した後，各分野ごとの施策の実施状況をご説明いたします。
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環境政策の全体像～計画等の体系 

福岡市環境基本条例  （平成8年9月26日） 

福岡市環境基本計画（第二次） 
（平成18年7月策定） 計画期間：平成18～27年度 

 

【めざすべき環境像】 ときを超えて人が環境と共に生きるまち 

○新循環のまち・ふくおか基本計画 
○福岡市地球温暖化対策地域推進計画 

福岡市新世代環境都市ビジョン 
（平成24年度策定）    目標：2050年度 

循環型社会づくり 
○福岡市地球温暖化対策実行計画 

○生物多様性ふくおか戦略 
○福岡市環境・エネルギー戦略 

低炭素社会づくり 

自然共生社会づくり 
○福岡市役所環境保全実行計画 

26年6月策定 

環境にやさしい都市をめざす福岡市民の宣言 
  ～ふくおか環境元年宣言～   （平成4年6月14日） 

26年度以降 
策定予定 

 
 
部
門
別
計
画
等 

福岡市環境基本計画（第三次） 
     計画期間：平成27～36年度 

  【めざすまちの姿】 

豊かな自然と歴史に育まれ，未来へいのちつなぐまち 

 

 

 

＜重点的に取り組む分野＞ 

環境配慮指針 

○アイランドシティ環境配慮指針 

環境保全 
○福岡市自動車交通公害防止計画 

環境教育・学習 
3 27年度 

策定予定 

○福岡市環境配慮指針 

○博多湾環境保全計画 

○福岡市環境教育・学習計画 

28年度 
策定予定 

28年度 
策定予定 

26年9月策定 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
○まず，福岡市の環境政策の全体像として，関連計画等の体系図を
　お示しいたします。

○福岡市環境基本条例に基づき，環境施策の大枠を定めているのが
　環境基本計画でございまして，第二次計画では，『ときを超えて人が
　環境と共に生きるまち』という環境像を掲げておりました。
　さらにその下には，各分野ごとの部門別計画等がございます。

○福岡市では，これらの条例・計画等に基づき各施策を実施しております。

○また，環境基本計画につきましては，平成25年度に，本審議会に
　第三次計画の策定について諮問させていただき，二次計画のふり返りや
　三次計画の骨子・素案の作成など，熱心なご議論をいただきました。
　本年5月に当審議会より答申をいただき，パブリックコメント等を経て，
　9月に三次計画を策定したところでございます。

○第三次環境基本計画の策定及び部門別計画等の改定スケジュールの
　詳細につきましては，この後，議題の５で，あわせてご報告いたします
　ので，ここでは割愛させていただきます。
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年次報告書「ふくおかの環境」 

見直し・改善 

計画・立案 

点検・評価 

環境施策の実施 

本審議会における年次報告 
 

・環境施策の実施状況 
・成果指標の達成状況   
                             …etc 
 
 
 
 
          年次報告書 
         「ふくおかの環境」 

取組１．福岡式循環型社会システムの構築  

取組２．温暖化対策を考えた福岡のまちづくり 

取組３．自然とのふれあいと生物多様性の保全 

取組４．健康で安全・安心な環境の確保     

取組５．環境に配慮した行動を促すための共通的基盤の整備 

取組６．試験・研究の充実 

 環境施策の実施状況の報告 
循環 

低炭素 

自然共生 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
○環境基本計画には，施策の基本的方向や成果指標を定めて
　おり，毎年，この環境審議会で年次報告を行い，PDCAサイクル
　によって進行管理を行っております。

○恐れ入りますが，お手元の「平成26年度　ふくおかの環境」
　～ページをご覧ください。
　平成25年度における各成果指標の達成状況については，
　こちらにお示ししているとおりでございます。　
　
○また，各分野における施策の実施状況の詳細につきましては，
　この「平成26年度　ふくおかの環境」をご参照いただきたいの
　ですが，本日は，時間の都合上，このパワーポイントにて，
　6つの取組みに分けて，これより各担当課からご説明させて
　いただきます。
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取組１．福岡式循環型社会システムの構築 

 
 ①ごみ処理の状況 
 ②ごみ減量リサイクル施策の状況 

 ③産業廃棄物  
 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
○それでは，循環型社会システムの構築について，
   ご説明します。
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 取組１．福岡式循環型社会システムの構築 

 
  ①ごみ処理の処理状況 
 
 
 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
○まず，本市のごみ処理基本計画とごみ処理状況について
    ご説明します。
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新循環のまち・ふくおか基本計画 
循環型社会計画課 

■策定：平成23年12月 

■基本方針 
  ①循環型社会づくりのさらなる推進 
 ②処理の優先順位に基づく適正処理の推進 
 ③持続可能な社会の実現に向けた施策の推進 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
○平成２３年１２月に策定した
　「新循環のまちふくおか基本計画」では，
　３つの基本方針を掲げ，
　ごみの処理量とリサイクル率の目標を定めております。



ごみ処理量の推移 循環型社会計画課 
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
○まず，ごみの処理量ですが，
　 計画では，平成３７年度の目標値は約４７万トンで，
　 基準年次の平成２１年度に比べて１１万トンの削減としております。�
○平成２５年度のごみ処理量は５６万９千トンで，
　基準年次の平成２１年度に比べ，９千トンの減少となっていますが，
　前年度と比べると６千トンの増加となっています。

○前年度よりも増加した要因としては，
   家庭ごみについては, 人口の増加によるもの， 
　 事業系ごみについては，経済状況の好転や，
   交流人口の増加によるものと考えられます。

　なお，ごみ処理量の増加の要因や，計画目標との差につきましては，
　後ほど，循環型社会構築部会の報告の中で詳しくご説明いたします。
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ごみのリサイクル率の推移 循環型社会計画課 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
○次に，ごみのリサイクル率です。
  棒グラフは，ごみのリサイクル量，折れ線グラフは，
　ごみのリサイクル率を示しております。
　
○計画では，平成３７年度の目標値は３８％で，
   基準年次の平成２１年度に比べて
   １０ポイントの増加としております。

○また，平成２５年度のごみのリサイクル率は，３０．８％であり，
　 基準年次と比較すると，２．４ポイントの増加となっております。
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家庭ごみの処理の流れ 循環型社会計画課 
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
○次に，家庭ごみの処理の流れでございますが，
   ４分別で収集したごみは，資源化センターや
　選別処理施設で破砕・選別し，９つの区分に分けて
　処理しております。

○可燃物は清掃工場で焼却，
   焼却後の灰と不燃物は埋立場で埋立，
   鉄・アルミ・びん・ペットボトルはリサイクルしています。
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清掃工場（可燃ごみを焼却処理し，発電） 
工場整備課 ごみを焼却するときの熱を利用した，発電を行っています！ 

－ 

２５年度発電量 約２億７，８００万ｋＷｈ 
※約５万２０００世帯分の年間消費電力に相当！ 
※ＣＯ２削減効果   約１７万トン  
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
○清掃工場では，焼却時に発生する熱を利用して
  発電を行っており，発電した電力は工場内で利用するほか，
　 余った電力は電力会社を通して一般家庭などに
  供給しています。

○平成２５年度の発電量は,４つの工場合計で
  約２億７，８００万キロワットアワーで，
   これは約５万２千世帯分の年間電力量に相当します。
　 また，ごみ発電による二酸化炭素の削減効果は
  約１７万トンでした。
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西部（中田）埋立場                  
総面積：38万㎡                   
埋立容量：238万t 

世界的に注目される「福岡方式」埋立場 
施設課 

写真提供：福岡市消防局 
敷地境界 
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
○こちらは西部（中田）埋立場です。

○福岡市の埋立場は，環境への負荷が少なく，世界的に
　注目されている「福岡方式」と呼ばれる埋立技術で埋立てを
　行っています。
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取組１．福岡式循環型社会システムの構築 

 
 ②ごみ減量・リサイクル施策の状況 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
○次に，ごみ減量・リサイクル施策の状況について
　　ご説明します。



家庭系ごみ減量・リサイクルに向けた取組み 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

か 

き 

く 

け 

こ 

買い物には，マイバッグを持参しましょう！ 

黄色の袋に空きびん・ペットボトル！ 

クッキングでは，食材を無駄なく使おう！ 

携帯電話もリサイクル！ 

古紙・雑がみは集団回収へ！ 

官兵衛の『か』
から始まるよ！ 

ふくおか官兵衛くん 

循環型社会計画課 

 『ひとり一日 
マイナス20ｇのごみ減量』 

    を目指します！ 
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
○まず家庭ごみの取組ですが，人口が増加していく中で
　 ごみ減量を進めていくためには，市民１人ひとりのごみ量を
　 減らすことが不可欠となっております。

○このため，市民１人１日あたりのごみ量を，20グラム削減することを
　 目指す取組を進めております。　

○家庭ごみの組成割合をみると，
　 可燃ごみには リサイクルできる紙が多い，水分が多い，
 　不燃ごみには空きびんがたくさん混じっているという課題がありますので
　 この３つにマイバッグの持参と小型家電のリサイクルを加えて
　　「か・き・く・け・こ」というキーワードにして啓発を行っております。



事業系ごみ減量・リサイクルに向けた取組み 

①事業所へのごみ減量指導 

③食品残さのリサイクル ④古紙のリサイクル 

●廃棄物減量計画書の提出義務付け 

●事業系食品リサイクル支援モデル事業 

●事業系食品廃棄物リサイクル推進事業 

⑥資源化施設整備への支援 

●事業系古紙回収推進事業 

●事業系古紙地域回収支援モデル事業 

●資源物回収協定制度 

⑤資源化技術研究への支援 

②資源化に関する情報発信 

●「事業系ごみ資源化情報発信 

    サイト」を活用した情報発信 

●事業系一般廃棄物処理ルール 

   ブックの発行 

●事業系一般廃棄物の資源化に関する技術等を 
 研究しようとする事業者に対し，実証研究等 
 に係る費用の一部を補助 

 
 

●事業系一般廃棄物の資源化 
  施設の整備に要する費用の 
  一部を補助 

 

  【検討中】紙おむつのリサイクル 

●特定事業用建築物への立入 

資源循環推進課 
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
○次に，事業系ごみの取組ですが，基本計画の中でも，
　 古紙と食品残さのリサイクルを強力に推進することとしており，
　 事業所へのごみ減量指導や資源化に関する情報発信などを通じて
　 古紙のリサイクルを進めるとともに，資源化技術研究に取り組む
    事業者への支援や，資源化施設整備への支援も行っております。

○また，高齢化の進展に伴い，今後排出量が増加すると見込まれる
　 使用済み紙おむつのリサイクルについても，
　 福岡市内の事業所の排出実態調査等を行い，
　  リサイクルの推進に必要な基礎データの収集を進めております。



  

  

    食品残さのリサイクル推進 

    

２．収集運搬体制の充実 

３．排出事業者への啓発強化 
（リサイクルへの誘導） 

食品残さのリサイクル推進施策 

 食品残さの再資源化施設が増設稼働！ 
 受け入れ量UP！ 

食品残さに限定した収集運搬業の許可制
度（限定許可）が発足し，体制整備完了！ 

食品残さ           再資源化施設 

誘導 

１．施設整備の支援    

これからの 
取り組み 

「事業系ごみ資源化情報発信サイト」 

 多方面からのアプローチで，食品残さの 
 リサイクルを推進してきます！！ 

食品残さ多量排出者への積極的な広報・啓発 

街の飲食店へのアプローチ 

「事業系ごみ資源化情報発信サイト」で，施設や優良
事業者の取り組み等を紹介し，啓発を図ります。 

特定事業用建築物の立入指導の際に，食品リサイク
ル啓発チラシを使って，広報・啓発を行います。 

◆保健福祉局と連携し，保健所の飲食店立入指導の 
  際に啓発チラシを配布します。 
◆限定許可業者の営業でも，啓発チラシを積極的 
  に活用します。 
 

これからの取組み内容 

１ 

２ 

３ 

資源循環推進課 
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
○また，食品残さのリサイクルにつきましては，本年５月に
　 既存の資源化施設の増設と収集運搬体制の充実を行っており，
   今後は，排出事業者への啓発強化に力を入れていきます。

○具体的には，
　 「事業系ごみ資源化情報発信サイト」の活用や，
   特定事業用建築物だけでなく，街の飲食店に対しても，
   食品リサイクルに関する啓発チラシを配布するなど，
 　あらゆる機会を捉えて食品リサイクルへの誘導を図ってまいります。
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取組１．福岡式循環型社会システムの構築 

 
 ③産業廃棄物 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
○次に，産業廃棄物の処理状況についてご説明します。
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市内の産業廃棄物処理施設 
  焼却施設：１ 
  安定型最終処分場：５ 
  管理型最終処分場：１  
  木くず，がれき類の破砕施設：２７ 
  汚泥の脱水施設：１７ 

 市内の主な産業廃棄物処理施設 
産業廃棄物指導課 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
○福岡市には，焼却施設１施設，
　 安定型最終処分場５施設，
　 管理型最終処分場１施設があり，
   これらの施設に対しては，周辺環境への影響を監視するため，
　 排出ガス中のダイオキシン類濃度の調査や
   周辺井戸の水質調査等を定期的に実施しています。
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産業廃棄物の処理状況 

市内発生量 124万トン 

【平成24年度実績】 

中間処理量 
                

 

      

 ・がれき類の破砕・分級 
 ・汚泥の脱水，造粒固化 
 ・混合廃棄物の選別 

最終処分 
（埋立） 

市内処理量 91万トン 

中間処理後の廃棄物の約９割は再生利用 
（道路工事の路盤材など） 

 7万トン 

産業廃棄物の種類 数量（万トン） 

がれき類    78 

汚泥  16 

混合廃棄物  5 

その他  25 
合計  124 

 84万トン 

【主な中間処理施設】 

産業廃棄物指導課 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
○市内で発生する産業廃棄物は，平成２４年度実績で１２４万トンで，
　福岡市の特性として，約３/４は，がれきなどの建設系廃棄物と
　なっています。

○一方，市内における産業廃棄物の処理量は，約９１万トンで，
　このうち８４万トンは，破砕や脱水などの中間処理が行われ，
  ７万トンが埋立処分されています。
　また，中間処理を行った後は，約９割が再生利用されています。

○循環型社会システムの構築についてのご説明は，以上です。
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取組２．温暖化対策を考えた福岡の 
    まちづくり 
 
   ①平成2４年度温室効果ガス排出量等  
   ②省エネ施策の実施状況 
   ③創エネ施策の実施状況 
   ④自律分散型エネルギー社会の 
    構築にむけて 
 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
○温暖化対策課長の原田でございます。

○次に、温暖化対策を考えた福岡のまちづくりについて説明いたします。
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取組２．温暖化対策を考えた福岡のまちづくり 

   
 ①平成2４年度 
  温室効果ガス排出量等 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　→次へ
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福岡市における温室効果ガス排出量の推移 
  （平成16年度～平成24年度） 

平成24年度の温室効果ガス排出量は、基準年度（平成16年度）と比べ、 

30.6％増加している。（前年度比10.7％増加） 

温暖化対策課 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
○まず、福岡市における温室効果ガス排出量の推移について、Ｈ１６年度からＨ２４年度まで示しております。
Ｈ２４年度の福岡市の総排出量は、８７０万６千トンで、Ｈ１６年度と比較して３０．６％増加しております。
平成１９年度をピークにその後，減少傾向にありましたが、Ｈ２２年度は、猛暑・厳冬などにより増加しており、Ｈ２３年度以降は、３．１１の大震災等の影響により、電力に伴うＣＯ２排出係数が増加したことが原因でＨ１６年度の０．３３１からＨ２４年度は０．５９９と約８１％増加しております。
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福岡市地球温暖化対策地域推進計画 
（第三次）の数値目標 

平成20年度 
（2008年度） 

 
 

＊基準年度   平成１６年度（2004年度） 

 

温暖化対策課 
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部門 

CO2排出量 
削減目標 

平成24(2012)年度 達成状況 

（平成16年度比） （平成16年度比） 
排出係数をH16年度
で固定した場合 

家庭部門 
（１世帯あたり） ８％削減 50.3％増 

(前年比：12.3ﾎﾟｲﾝﾄ増) 
6.1％減  

業務部門 
（床面積１㎡あたり） 14％削減 50.9％増 

(前年比：16.9ﾎﾟｲﾝﾄ増) 
7.3％減 

自動車部門 
（１台あたり） ８％削減 19.3％減 

(前年比：2.6ﾎﾟｲﾝﾄ減) 
－  

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
○次に現行の「第３次福岡市地球温暖化対策地域推進計画」において、最もＣＯ２排出量の多い家庭、業務、自動車の３部門を重点部門として、Ｈ１６年度を基準年度とした数値目標を定めております。
重点３部門の原単位による数値目標と達成状況でございますが、
まず、家庭部門は１世帯あたり８％削減の目標値に対し、Ｈ２４年度は５０．３％の増となっており、前年度との比較では１２．３％の増となっております。
次に、業務部門ですが、床面積あたり１４％削減の目標値に対し５０．９％の増、前年度からさらに１６．９％の増となっております。
　Ｈ１６年度に対する両部門の増加要因といたしましては、Ｈ２２年度までは、事務機器等のOA化や電気製品の普及等が要因となっておりましたが、Ｈ２３年度以降は、原子力発電所の運転停止の影響により、電力のＣＯ２排出係数が大幅に増加したことが要因となっております。
次に、自動車部門ですが、１台あたり８％削減の目標値に対して、１９．３％の減となっており、目標値を大きく上回るとともに、前年度からさらに２．６％減となっております。
　また、資料の右欄に電力のCO2排出係数を基準年度である平成16年度で固定し、排出係数の増加による影響を排除した場合のCO2排出量を記載しております。市民や事業者が省エネに取り組んだ結果、家庭部門で６．１％、業務部門で７．３％減減少となっております。
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取組２．温暖化対策を考えた福岡のまちづくり 

   
 ②省エネ推進施策の実施状況 
   

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
○次に、省エネ推進施策の実施状況について説明いたします。
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    ・地球温暖化防止展示会 
   ・ＥＣＯチャレンジ応援事業 
   ・緑のカーテンコンテスト 
   ・電気自動車（ＥＶ・ＰＨＶ）購入等補助 
 
 
 
  ・事業所省エネ技術導入サポート事業 
    ビルオーナーが省エネ業者の指導に基づき省エネを図り、削減 
   された光熱水費より一定割合を省エネ専門業者へ支払う事業 
    ・ 省エネ専門業者登録数   １３社（平成２５年度） 
    ・ 本事業の導入支援施設数 平成２３～２５年度累計 

                   ４９施設（病院・学校・店舗等） 

重点部門における対策 

○市民に向けた取り組み 

○事業者に向けた取り組み 

省エネ等推進施策の実施状況 温暖化対策課 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
○重点３部門における実施状況でございますが、
まず、市民向けの事業として、地球温暖化防止展示会、ＥＣＯチャレンジ応援事業、緑のカーテンコンテストを実施しております。その他、電気自動車購入や充電器設置等に対する補助を実施しております。
　次に、事業者に対する実施状況でございますが、
Ｈ２３年度から「事業所省エネ技術導入サポート事業」を実施しております。
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省エネ等推進施策の実施状況 

市役所の取り組み 

【平成25年度夏期の取り組み】 
   ・  冷房温度２８℃設定の徹底 
   ・  電灯の部分消灯 
   ・  クールビズの早期実施 
   ・  民間施設等とも連携し「クールシェアふくおか」を  
      実施 
    （商業施設，飲食店，アジア美術館，博物館等） 

○エネルギー使用量の削減 

○庁用自動車等のCO2排出量の削減 
・ 市庁用車への電気自動車導入 累計10台 

・ 低公害車の導入率90％以上 
 

温暖化対策課 
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
○次に、事業者としての市役所の取り組みでございますが、
市庁舎等においては、今夏もＨ２２年度比で１０％以上の削減目標を設け、冷房温度を２８度に設定するほか、電灯の部分消灯、クールビズ等の早期実施など、市民・事業者に率先して全庁的に実施しております。また、庁用自動車として電気自動車を１０台導入しているほか、一般庁用車においても低公害車の導入率が９０％以上となっております。
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業務部門 業務部門への対策 

費用対効果が高い、白熱・ハロゲン電球及び水銀灯をＬＥＤ化  
①取替え個数 ：約１万３千個（平成２８年度まで） 

②取替え方法 ：白熱・ハロゲン電球はＬＥＤ電球を購入し、各施設で取替え 

        水銀灯は専用電源・ＬＥＤランプへの改修工事 

③事業の効果 ：電力量削減効果････１８３万ｋＷｈ／年  

（本庁舎の電力使用量に換算すると、年間使用量の約２３％に相当） 
 

 
CO２排出量削減効果･･･約１,１００ｔ- CO２ ／年 

省エネ等推進施策の実施状況 (市有施設へのＬＥＤ照明導入) 

○市有施設照明改修事業（平成２４年度～）  

   

 ＜実績及び計画＞ 

温暖化対策課 

  平成２４年度 
(実績) 

平成２５年度 
（実績） 

平成２６年度 
（計画） 

平成２７年度 
（計画） 

平成２８年度 
（計画） 合  計 

白熱電球 ８，３００個 ４６１個 - - - ８，７６１個 

ﾊﾛｹﾞﾝ電球 ５００個 - - - ２，８００個 ３，３００個 

水銀灯   ２１９個 ３４０個 ３４０個 １４０個 １，０３９個 

合  計 ８，８００個 ６８０個 ３４０個 ３４０個 ２，９４０個 １３，１００個 
27 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
○次に、「市有施設照明改修事業」につきましては、Ｈ２８年度までに約１万３千個の電球をＬＥＤ電球へ取り替える予定としております。これにより，年間約１，１００トンの二酸化炭素削減効果を見込んでおります。
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  平成２７年度までに約６万本のＬＥＤ化を目指す。 

省エネ等推進施策の実施状況 (市有施設へのＬＥＤ照明導入) 温暖化対策課 

○旧型（ＦＬＲ）蛍光灯のリース方式によるＬＥＤ化 

旧型（FLR）蛍光灯 
（消費電力４３W/本） 

LED照明への改修 
（消費電力１６W/本)  

８年リース方式による改修 

旧型蛍光灯 ＬＥＤ照明 電気代の削減額で照明のLED化が可能！ 
 ※平成２４年度に２千本の試験導入で確認 
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平成２５年度は 
約１万４千本を 

ＬＥＤ化！ 

 
 

 
 
リース方式による 
新しい改修手法 
 

・消費電力を約６０％削減 
  LED化に 

よる効果 

 
 

リース方式に 
よる効果 

・初期投資不要 

・電気代の削減額でリース料を賄うことが可能 
 

・ライフサイクルコスト削減 
                 

技術面・契約方法等を 

環境局が支援！ 
各局で本手法 
によるＬＥＤ化 

を推進 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
○次に、リース方式による直管型LED照明の導入でございますが、これは、市有施設を対象にＨ２５年度から３年間で電気消費量の多い旧型蛍光灯約６万本を対象に交換してまいります。




29 

取組２．温暖化対策を考えた福岡のまちづくり 

   
 ③創エネ推進施策の実施状況 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
○次に、創エネ推進施策の実施状況でございます。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　→次へ
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 創エネ推進施策の実施状況 
再生可能エネルギー等
の導入 

（ ）内は前年度比 

エネルギー政策課 

種  別 施設数 発電出力 備   考 

太陽光発電 
メガソーラー 2 

(+1) 
2,000kW 

(+1,000kW) 
大原メガソーラー発電所 
蒲田メガソーラー発電所 

その他 156 
(+9) 

1,385kW 
(+51kW) 公民館，小中学校等 

バイオマス発電 
廃棄物発電 4 69,200kW 清掃工場（東部，西部，南部，

臨海） 

その他 2 600kW 
(＋75kW) 中部，和白水処理センター 

風力発電 3 17kW 
シーサイドももち海浜公園 
みなと100年公園 

もーもーらんど油山牧場 

小水力発電 2 
(＋1) 

131kW 
(＋96kW) 瑞梅寺浄水場，乙金浄水場 

計 169 
(+11) 

73,333kW 
(+1,222kW) 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
○市有施設への率先導入についてですが，メガソーラーや公民館，小中学校へ太陽光発電を設置するほか，風力発電，バイオマス発電などを１６９カ所で導入しております。
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 創エネ推進施策の実施状況 
再生可能エネルギー等
の導入 

エネルギー政策課 

○市有施設への導入 

○民間施設への導入支援 

第1弾 大原メガソーラー発電所（西区今津） 
【発電開始】平成25年2月 
【発電出力】1,000kW 
【年間発電量】116万kWh（260世帯分） 

蒲田メガソーラー発電所（東区蒲田） 
【発電開始】平成26年3月 
【発電出力】1,000kW 
【年間発電量】計画108万kWh（200世帯分） 

第2弾 

市有施設の屋根や屋上等を，固定価格買取制
度を活用して太陽光発電事業等を行う事業者に
貸し出す 

３つの 
メリット 

25年度は学校や地区体育施設等で事業者を
公募 

○初期投資が不要 
○一定収入を確保 
○自立運転機能や蓄電池の設置が可能 

住宅用 

集合住宅向け 

分譲集合住宅の管理組合を対象に太陽光発電の専門家を派遣し，技術的な課題や導入に向けたサポートを実施 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
○次に，平成２５年度の創エネ推進施策の実施状況でございますが，
　市有施設では，東部武節ヶ浦埋立場跡地に１000ＫＷのメガソーラーを設置するとともに，学校や地区体育館施設等で屋根貸し事業者の公募を行いました。
　また，民間施設へは，住宅用太陽光発電設置補助や家庭用燃料電池の設置補助，太陽光発電アドバイザー派遣事業を実施し，再生可能エネルギーの導入支援を行いました。


https://www.google.co.jp/url?q=http://business-icon.com/04-computer/062-computer.html&sa=U&ei=NMU6U_uiA82XkwXGooGgCA&ved=0CDoQ9QEwBg&usg=AFQjCNEP-k-i-1lg6BHILN77q1CGVzFYQQ
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取組２．温暖化対策を考えた福岡のまちづくり 

   
 ④自律分散型エネルギー社会 
  の構築にむけて 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
○　次に，自律分散型エネルギー社会の構築に向けてでございます。




 ●再生可能エネルギーによる発電規模 40万kW 以上【2030年度（平成42年度）】 
  ●エネルギーの効率的な利用に関する目標等を検討 
   (例．燃料電池，エネルギーマネジメントシステムの普及率 等） 
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自律分散型エネルギー社会の構築にむけて 
エネルギー政策課 

 めざす姿 【2030年度（平成42年度）】 

●住宅・建物への再生可能エネルギー等の導入，次世代自動車の普及 
●市民・事業者の理解が進み意識することなくエネルギーを効率的に利用 

●地域で創られたエネルギーを相互融通するシステムが作られ，ICT(情報通信技術)とのネット 
  ワークにより様々な生活関連サービスが充実 
●災害時の対策に寄与するエネルギーの分散化が進んだ安全安心な生活環境の形成 

●福岡発の新たなエネルギー産業の創出 
●産学官民の取組が国内外から注目 

エネルギーを“創る” “賢く使う” そして “快適に過ごす” 
ふくおかの心地よい都市づくり！ 

地球環境への貢献 

生活環境への貢献 

経済環境への貢献 

 数値目標 【2030年度（平成42年度）】 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
○Ｈ２６年６月に策定した「福岡市環境・エネルギー戦略」では，「エネルギーを“創る”“賢く使う”そして“快適に過ごす”」
ふくおかの心地よい都市づくりを２０３０年度の目指す姿とし，再生可能エネルギーによる発電規模を現状の約３倍以上となる４０万ｋＷ以上を目指すなどの目標を掲げております。
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スマートコミュニティの形成 

○アイランドシティ スマートコミュニティ創造事業 

自律分散型エネルギー社会の構築にむけて 
エネルギー政策課 

■エネルギーの自給・自立性や低炭素化に 
著しく優れた環境を創るとともに、ＩＣＴを活用し、 
住民の暮らしの質の向上 にも寄与するまち 
づくりを実施。 
■その環境システムの開発を生かして、本市 
の環境・エネルギー関連産業の振興を図る。 

○福岡市 スマートコミュニティ創造協議会 
■産学官民が連携し，環境・エネルギー技術 
の活用とエネルギーの効率的な利用を図りな 
がら，ライフスタイルや産業プロセスなどあらゆ 
る場面で変革を促す取組みを進め，環境負 
荷が少なく生活の質の向上を実感できるスマ 
ートコミュニティの形成を図ることを目的とした 
協議会を26年1月に設立 
 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
○次に、「スマートコミュニティの形成」でございますが、
　アイランドシティスマートコミュニティ創造事業として、スマートハウスやスマートマンションの整備等を促進し、地域でエネルギーを融通しあうなど需給調整システムの構築を支援しております。
　また，スマートコミュニティの形成を産学官民で推進する「福岡市スマートコミュニティ創造協議会」を１月に設立いたしました。
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自律分散型エネルギー社会の構築にむけて 
エネルギー政策課 

■持続可能な低炭素社会の実現に向け、エネ    
ルギー関連機器やシステム構築を研究・開発す
る企業と大学等により発足。  
 
■スマートハウス常設展示場において，『エネル
ギーを創る、蓄える、賢く使う』をキーワードに，
様々な実証実験や情報発信を実施。 

■最新のエネルギーシステムの普及や実証実験
を行うことを目的として平成２４年４月に開設。  
※来場者数：平成２６年８月末現在 ３２４７名 

 
■平成２６年４月から展示場の総合ガイダンス
や環境学習コーナーを新設し，学習機能を強化。 

スマートハウス常設展示場 

福岡スマートハウスコンソーシアム 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
○最後に，スマートハウス常設展示場は，平成２４年４月にオープンし，これまで市民をはじめ，国内外の研究者や企業からの視察が続いております。
　福岡スマートハウスコンソーシアムによる実証展示に加え，本年４月には，総合ガイダンスやグラフィックパネルを導入するなど，環境学習の機能の強化も行っております。
 
以上でございます。


https://www.google.co.jp/url?q=http://business-icon.com/04-computer/062-computer.html&sa=U&ei=NMU6U_uiA82XkwXGooGgCA&ved=0CDoQ9QEwBg&usg=AFQjCNEP-k-i-1lg6BHILN77q1CGVzFYQQ


取組３．自然とのふれあいと生物多様性の保全 

 
 ～主な施策の実施状況 
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
○「自然とのふれあいと生物多様性の保全」についてご説明します。
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生物多様性ふくおか戦略 

【  策        定  】 平成２４年５月 
【100年後の将来像】 命をつなぐ未来都市「ふくおか」 
【当初10年の基本的な方向】 
  ●生物多様性に関する認識の社会への浸透 
  ●多様な主体との連携 
  ●生物多様性の保全や、その恵みの持続的な利用 

環境調整課 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
○平成２４年度に策定した「生物多様性ふくおか戦略」にもとづき、
生物多様性の保全や、その恵みの持続的な利用に取り組んでおります。

○戦略では、当初１０年は、生物多様性に関する認識を社会に浸透させていくとともに、多様な主体との連携を図っていくことにしています。




生物多様性の保全① 

生物多様性ふくおか戦略フォーラム 

環境調整課 

ゲストからの活動紹介 

33名参加 

36名参加 

56名参加 33名参加 

29名参加 

  ゲストとのグループ対話 

 
 

   

38 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
○生物多様性に関する認識を社会に浸透していく取り組みとして「生物多様性ふくおか戦略フォーラム」を開催しました。
　平成25年度は，私たちのくらしにつながる「食」「農」「まなざし」「子ども」「伝え方」というテーマで５回，フォーラムを開催し，延べ１８７名の方に参加いただきました。

○フォーラムでは，テーマに沿って２名のゲストをお呼びし，活動紹介の後，ゲストを交えた小グループでの対話を行いました。
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生物多様性の保全② 
里海保全再生事業（今津干潟） 

環境調整課 

【目的】 
地域を主体とした生態系保全再生の体制作りの支援を行い，継続的な再生
活動のための人的ネットワークを構築する。 
 
  
  
  

カブトガニの幼生生息場づくり 
（カキ殻回収） 

今津干潟 運搬用の足場 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
○多様な主体との連携のため，生物多様性保全のモデル事業として，今津干潟において，地域住民を活動主体とした干潟保全・再生活動を行っております。

〇平成２５年度は，カブトガニ幼生の生息場づくり，
　回収カキの有効利用の検討，
　コアマモ場づくりを行っております。

〇カブトガニ幼生の場づくりのカキ殻回収では，
足場を作成するという地域住民のアイディアにより，
干潟での運搬作業性が大きく向上いたしました。



生物多様性の保全③ 

将来像：生物が生まれ育つ博多湾 

 

博多湾環境保全対策の推進 

○博多湾環境保全計画に係るモニタリング 
             （平成2５年度） 

調査期間：５月～１０月（月２回） 

調査地点：７地点 

調査結果： 
・全地点で貧酸素発生 

○博多湾の環境保全対策の検討 

H23  ：外海からの負荷量調査 

H24, 25：河川流量・負荷量調査 

・貧酸素発生状況調査 

・生物調査（底生生物，藻場，カブトガニ） 

H24：御笠川、那珂川、樋井川 
H25：多々良川、宇美川、室見川 

環境調整課 

＜平成14～25年の溶存酸素濃度（DO：底層平均値） 

貧酸素状態 

DO（mg/L）

8.4～9.6

7.2～8.4

6.0～7.2

4.8～6.0

3.6～4.8

2.4～3.6

1.2～2.4
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
○「生物が生まれ育つ博多湾」の実現に向け，水質保全，自然環境の保全・再生を推進しており、貧酸素の発生状況調査や藻場・カブトガニの分布調査を実施しております。

○平成25年度は，猛暑による海水温上昇等の影響により，調査した７地点全てで，貧酸素の発生が確認されました。
　貧酸素発生後は，底生生物の出現種数は一時的に減少しますが，貧酸素が解消した後には，回復する傾向にあります。
　　
○また，平成２５年度は多々良川，宇美川，室見川の流量や負荷量の調査を実施しています。
　それらの結果を踏まえ，今後は，博多湾の物質循環を検証し，博多湾の環境保全対策の検討を進めて参ります。
　




生物多様性の保全④ 

 
 
 

       
                                           

自然環境調査 

○H26年度調査予定： 昆虫類，アライグマ生息調査・捕獲調査 

環境調整課 

自然環境の把握， 
保全・再生のため 
の基礎資料とする 

5年周期で調査 

植生 昆虫 

鳥類 
水生生物 

その他の動物 

調査対象 
植生 

（市域に対する 
面積比） 

特定外来生物 

山間部 
（アライグマ） 

水辺周辺 
（植物11種） 

  住宅地周辺 
（昆虫類・クモ類） 

調査結果 

 植生地 
   ４７．１％ 
 
 市街地等 
   ５２．９％ 

  
 
 
 
 
 
 センサーカメラ 
   ８地点で確認 

 確認され 
   なかった 

H25年度調査対象 

ブラジルチドメグサ 

オオフサモ 
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
○自然環境の実態把握のため，動植物の分布調査を５年周期で行っております。外来生物，希少種の調査も実施し，保全・再生のための基礎資料としています。

○平成２５年度は植生調査と特定外来生物の調査を行いました。
　植生調査では，植生地は，４７．１％，植生がほとんど存在しない市街地等の区分は５２．９％であり，H20年とほぼ変化はありませんでした。
　特定外来生物の調査では，山間部において，センサーカメラ８地点でアライグマが確認されました。
　水辺周辺においては，ブラジルチドメグサ，オオフサモが確認されました。
　住宅地周辺では，特定外来生物の昆虫類・クモ類は確認されませんでした。

○今年度は昆虫類調査とアライグマの生息調査・捕獲調査を行っております。
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生物多様性の保全⑤ 

 
 

野鳥公園整備の推進 

☞野鳥公園ラウンジカフェ 

☞基本コンセプト 

環境調整課 

全８回開催，延べ３２１人が参加 

☞活動プラン 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
○アイランドシティに整備予定の野鳥公園につきましては，
　整備や活用，運営に向けて多様な主体が自由に意見交換を行う対話の場として「野鳥公園ラウンジカフェ」を平成24年度から全8回開催し，延べ321人の方々にご参加いただきました。

○様々なご意見をいただいた中で，「成長する野鳥公園」という基本コンセプトが導き出され，市民が野鳥公園に求める姿を人の成長段階に応じてストーリー化した活動プランを作成しております。

○平成26年度からは港湾局において，施設整備等の検討が行われているところです。
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取組４．健康で安全・安心な環境の確保 

 
     ～平成25年度の環境の 
      状況について 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
○それでは、健康で安全・安心な環境の確保
　についてご説明します。
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●大気環境基準達成状況

二
酸
化
硫
黄

二
酸
化
窒
素

一
酸
化
炭
素

光
化
学
オ
キ
シ
ダ
ン
ト

浮
遊
粒
子
状
物
質

微
小
粒
子
状
物
質

香椎 ○ × ○ ×

東 ○ × ○

吉塚 ○ ○ × ○ ×

市役所 ○ ○ × ○ ×

南 ○ × ○

長尾 ○ × ○ ×

祖原 ○ ○ × ○

元岡 ○ × ○ ×

千鳥橋 ○ ○ ×

比恵 ○ ○

天神 ○ ○ ○ ○

大橋 ○ ○ ×

別府橋 ○ ○

西新 - - -

石丸 ○ × ○ ×

今宿 ○ ○

一
般
環
境
大
気
測
定
局

（
８
局

）
自
動
車
排
出
ガ
ス
測
定
局

（
８
局

）

測　定　局

測定地点図 

              凡 例 
    一般環境大気測定局 
    自動車排出ガス測定局 

香椎 

東 

吉塚 

千鳥橋 

比恵 天神 

市役所 

南 

大橋 
長尾 

西新 

祖原 

別府橋 

新西 
今宿 

元岡 

大気質の状況（平成25年度） 

○：達 成 
×：非達成 

－：評価対象外 

※元岡局の微小粒子状物質は環境省モニタリング試行事業による設置 
※西新局は局舎建て替え工事のため、有効測定日数が基準を満たしておらず、評価対象外。 

環境保全課 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
○まず、大気質の状況ですが、福岡市では１６の測定局で
　大気質の常時監視を行っています。

○平成２５年度は、二酸化硫黄、二酸化窒素、一酸化炭素，
　浮遊粒子状物質は環境基準を達成していますが、
　光化学オキシダント及び微小粒子状物質、いわゆるPM2.5は、
　越境大気汚染などの影響もあり、環境基準を達成できて
　いません。
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光化学オキシダントの経年変化 

１年間で昼間の１時間値が0.06ppmを超えた
時間数（測定局１局あたり） 

昼間の１時間値の年平均値の推移 

環境基準：昼間 (5時～20時)の 
     1時間値が0.06ppm以下 

平成21年～平成25年の注意報発令状況 

年 
福岡県 

佐賀県 長崎県 熊本県 大分県 鹿児
島県 福岡市 福岡市以外 

H25 － － 1 
(5/22) 

－ － － － 

H24 1 
(5/7) 

－ － － － － － 

H23 － － － 1 
（5/16） － － － 

H22 － － １ 
（5/8） 

１ 
（5/8） － － － 

H21 ２ 
(5/8，9) 

２ 
（5/8，9） 

２ 
(5/8，9) 

２ 
(5/8，9) 

２ 
（5/8，9） 

３ 
(5/20， 

6/25，26) 

１
（5/8) 

環境保全課 

327 
279 

241 

555 
498 

804 

527 

315 330 

430 

0

100
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16 17 18 19 20 21 22 23 24 25
年度 

0.00

0.02

0.04

0.06

0.08

16 17 18 19 20 21 22 23 24 25

pp
m

 

年度 

年平均値 
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
○光化学オキシダントについては、
　近年、越境大気汚染の影響 により
　九州全域で光化学オキシダント注意報が発令されています。

○福岡市では平成２１年と２４年に光化学オキシダント注意報を
　発令しましたが、平成２５年度は注意報等の発令はありません
　でした。
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 微小粒子状物質(PM2.5)の測定結果 

年平均値の推移 

環境基準達成状況 

環境基準：年平均値が15μg/㎥以下かつ 
     年間日平均値の98%値が 
     35μg/㎥以下であること 

PMの大きさ（人髪や海岸細砂との比較） 

環境保全課 

髪の毛 
直径50-70μm 

海岸の細砂 
直径90μm 

直径10μm以下 

直径2.5μm以下 
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0

1

2

3

4

5

6

7

8

23 24 25

測
定
局
数
 

年度 

非達成自排局 

基準達成自排局 

非達成一般局 

基準達成一般局 

0

10

20

30

23 24 25

μ
g/
m
3
 

年度 

一般局平均 

自排局平均 

環境基準値 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
○PM2.5については平成２１年度に環境基準が設定され、
　順次、測定地点を増やして参りました。
　平成２５年３月に２箇所、更に平成２６年３月に１箇所追加し、
　現在９局で測定を行っております。

○環境基準の達成率は全国的にも低く、
　福岡市内についても全局で環境基準を達成しておりません。





 福岡市におけるＰＭ2.5情報提供 環境保全課 
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＜主な特徴＞ 
2段階で情報提供 ： 呼吸器系疾患などのある人、健康な人 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
○このため，ＰＭ2.5に関する予測情報を２段階で提供しており，
　呼吸器疾患などがある方に対しては，環境基準の３５マイクロ
　グラムを超過すると予測される場合に情報提供を行い，
　全ての人に対しては，国の暫定指針である７０マイクログラムを
　超えると予測される場合に情報提供を行い，長時間の激しい
　運動の自粛などを呼びかけています。

○なお，予測精度向上のため，平成25年12月から，これまで
　朝１回だった予測情報提供を，朝と昼の１日２回に変更
　しました。
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河川水質（ＢＯＤ） 

BOD75%値(mg/L) 

1.2 
1.5 

0.8 
1.1 1.0 

0.9 1.0 
1.1 

2.4 

1.3 
1.0 

1.5 
1.8 

1.6 

1.8 
1.4 

1.2 

1.4 

環境基準達成 

1.4 

環境基準超過 

環境保全課 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
○河川の水質については、市内１４河川の１９地点で
　毎月調査を実施しています。

○汚濁指標である ＢＯＤは、平成２５年度についても，
 下水道の整備が進んだこと等により、すべての調査
 地点で環境基準を達成しました。
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  博多湾水質（ＣＯＤ，全窒素，全りん）の状況 環境保全課 

0.23 
0.017 

0.41 
0.026 

0.51 
0.035 

環境基準達成 

環境基準超過 

COD75%値（mg/L） 
上段：全窒素年平均値（mg/L） 
下段：全りん年平均値（mg/L） COD75%値の推移 

東部海域 

中部海域 

西部海域 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
○博多湾の水質については、
　東部海域、中部海域、西部海域の３海域８環境基準点で
　毎月調査を実施しています。
　
○平成２５年度については，汚濁指標であるＣＯＤは、
　東部海域の１地点、西部海域の３地点で
　環境基準を達成しました。

○窒素、りんについては、海域ごとに基準が設定されていますが、
　窒素、りんともすべての海域で環境基準を達成しました。





地下水質の状況 

●地下水質調査結果総括表 
（平成２５年度） 

調査区分 

調 
査 
井 
戸 
数 

延 
調 
査 
井 
戸 
数 

基 
準 
超 
過 
井 
戸 
数 

項目別基準超過 
井戸延数内訳 

重 
金 
属 
等 

そ 
の 
他 

概況調査 20 20 0 0 0 0 

汚染井戸周辺地区調査 0 0 0 0 0 0 

継続監視調査 24 46 10 1 19 0 

その他の調査 3 3 0 0 0 0 

合計 47 69 10 1 19 0 

●平成25年度概況調査地点メッシュ 

揮
発
性 

有
機
化
合
物 

環境保全課 
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
○次に、地下水質の状況については、全市的な状況を
　把握するための概況調査を、平成２５年度は２０井戸に
  ついて実施しました。
　調査の結果、基準を超過した井戸はありませんでした。




自動車騒音の状況 
自動車騒音の面的評価 

市内幹線道路の沿道両側50ｍの 
範囲にある住居等について評価 

環境保全課 

計画期間： 
  H24～H28 （5年間） 
評価区間数（延長）： 
  512区間 （391.9km） 

        

        

       

       

       

平成25年度 自動車騒音環境基準達成状況 
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自動車騒音の環境基準達成率（昼夜とも） 
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
○次に，自動車騒音の状況については，幹線道路の沿道の
　住居等における環境基準の達成状況を面的に評価していま
　す。

○自動車騒音監視計画では，平成２４年度から２８年度の
　５年間で512区間について評価することとしており，
　平成25年度については486区間について評価しております。

○右側の地図は，市内幹線道路の区間別環境基準の達成率を
　色別に示したものです。

○低騒音化した自動車の普及や低騒音舗装の敷設により，
　環境基準の達成率は徐々に向上しており，平成２５年度は
　昼・夜ともに環境基準を達成している住居等は95.9％でした。
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化学物質の状況 環境保全課 

平成25年4月，アスベスト対策の基本方針となるアス
ベスト対策推進プランを策定（実施期間 5年間） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

①建築物のアスベスト除去推進 

②解体工事からのアスベスト飛散防止 

③情報の一元化，市民への情報発信 

 
 

平成25年度アスベスト大気調査結果 
 
○一般環境（市内5地域） 
      0.056～0.13（本／Ｌ） 
  WHOの「環境ｸﾗｲﾃﾘｱ53(1986)」と比較しても低い値 
 

平成H25年6月 
大気汚染防止法改正 
による監視強化 

○有害大気汚染物質（市内４地点21項目） 
    環境基準値又は指針値以下 
○内分泌かく乱物質（環境ホルモン） 
  （河川14地点，博多湾3地点） 
    魚類に対する予測無影響濃度以下 
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
次に化学物質の状況です。
○アスベストについてですが，
　老朽化した建築物の解体工事の増加が見込まれていることから，
　平成２５年に市の基本方針となる
　「アスベスト対策推進プランを策定」し，施策を推進しています。
　また，昨年の大気汚染防止法の改正を受け，解体工事の
  監視指導を強化しています。
　なお，一般環境中のアスベスト濃度は１本未満と低い値でした。

○一般環境中のダイオキシン類やベンゼン等の有害大気汚染物質
　については、すべて環境基準値や指針値等を満足しており，
　いわゆる環境ホルモンについても魚類に影響がある濃度と比較
　してかなり低い値でした。



取組５．環境に配慮した行動を促すための共通的基盤 
    の整備 

 
 ～環境配慮の促進 
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
○それでは，環境に配慮した行動を促すための共通的基盤の整備についてご説明します。



福岡市環境影響評価条例  改正 

環境配慮の促進 環境調整課 

 配慮書手続の新設 

H28福岡市環境配慮指針改定予定 

配慮書作成のため既存資料を利用する 

配慮書は 
事業計画の早期の段階で環境影響
について検討した結果をまとめたもの 

（Ｈ２５年１０月１日改定） 

  技術指針の改定 

（Ｈ２５年１０月１日施行） 

技術指針は 
配慮書手続等に必要な技術的事項を
定めたもの 
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
○福岡市環境影響評価条例の改正により配慮書手続きを新設し，平成25年10月に施行しました。
　 配慮書手続きは，事業者が，事業計画の早期の段階で環境影響について検討するためのものです。

○改定した「技術指針」に基づき，事業者が配慮書を作成する際は，最新の文献や既存資料を利用することになります。

○今後は，最新の情報を提供するため「福岡市環境配慮指針」を改定してまいります。



取組５．環境に配慮した行動を促すための共通的基盤 
    の整備 

 
 ～環境教育・学習の推進 
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
○続いて，環境教育・学習の推進でございますが，



わくわくエコ教室 

小学生向け副読本 

エコ発する事業 

若者の環境活動発表会 
（環境啓発U-30事業） 

環境フェスティバル 

福岡市環境行動賞 

レジ袋削減のための 
マイバッグ持参運動 

特に子ども 

特に若者 

すべての世代 

アジアに拡がる環境美化活動 
（ラブアース・クリーンアップ） 

遊び心をもったヒートアイランド対策 
（打ち水大作戦）    （緑のカーテン） 

参考：環境教育・学習推進の取組み 

環境学習支援事業 

まもるーむ 

環境教育・学習の推進 政策経営課 
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
○環境教育や市民啓発についてご紹介します。

○「きれいなまち」は，そこに住む人の実践行動が重要なカギ
　であり，その意味で環境教育・市民啓発は，環境都市づくりの
　原点と言えます。

○福岡市では，一人ひとりの環境に配慮した活動がしっかりと
　定着するよう，今後も，ライフステージや生活場面に応じ，
　あらゆる世代を対象にきめ細かく，環境教育や啓発，支援を
　行っていきます。
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環境教育・学習の推進 

○わくわくエコ教室 

 保育園・幼稚園・小学校低学年を対象に，希望のあった学校等に出かけ， 

出前講座（自然環境保全・循環型社会・地球温暖化）や自然観察会を実施。 

 ２５年度実施回数  ・出前講座   ４７回  ・自然観察会 １８回 

特に子どもに向けた取組み 

政策経営課 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
○特に子どもに向けた取組みとして，わくわくエコ教室を
　実施しており，

　環境分野の専門家が保育園・幼稚園等に出向き，
　テーマそして地域に合ったプログラムで出前講座や
　自然観察会を実施しています。
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○環境啓発U－３０（ｱﾝﾀﾞｰｻｰﾃｨ）事業 
 

 ・３０歳以下の団体による環境活動発表会を開催。 
 ・事業の企画運営，広報も３０歳以下の若者で 
    構成される広報運営委員主体で実施。  
  
※環境活動発表会 

 ・平成２５年１２月１日（土）  

 ・発表団体 ５団体，来場者約６０名 

 

特に若者に向けた取組み 

環境教育・学習の推進 政策経営課 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
○次に，若者に向けた取組みとしまして，
　環境啓発U-30事業を実施しております。
　
　平成25年度は，環境活動発表会を開催し，
　ネットワーク作りをいたしました。
　

＜備考＞
22年度までは学生から企画を公募しコンペで選定した
学生グループの活動を支援。
発表会の企画・広報・運営を行う広報運営委員も若者から公募



○福岡市環境行動賞        
 ・本市の環境保全へ顕著な貢献があった個人・団体・ 
  学校・事業者を表彰 
 ・平成２５年度 表彰対象者募集 
 
 ※表彰式開催時期見直しのため，第７回表彰式は平成２６年６月開催。  

すべての世代に向けた取組み 

○エコ発する事業        
 市民団体やＮＰＯ法人などが自ら発意・企画し，主体的に行う環境活動の 
支援やネットワークづくりを促進。（上限額100万円） 

 ・対象分野 ①ごみ減量・リサイクル ②環境学習・啓発 
         ③環境保全  ④環境美化 等 

 ・平成２５年度 ２６団体助成 

環境教育・学習の推進 政策経営課 
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
○平成19年度に創設された「環境行動賞｣につきましては，
　　
　昨年度は，大賞はございませんでしたが，最優秀賞4件，
　優秀賞 11件，特別賞1件，奨励賞69件を表彰しました。

　今回から表彰式開催時期を１１月から６月に変更し，
　平成26年度6月5日に第7回表彰式を開催しました。

○また，
　市民団体やNPOなどが主体的に行う環境活動を支援する 
　「エコ発する事業」は，平成17年度から実施しており，
　平成25年度は26団体に対し助成を行いました。
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○環境フェスティバルふくおか 
 

 ・平成25年10月19日・20日 

 ・出展団体43団体  

 ・来場者数約51,000人  
  テーマ「みんなにできるエコ発見！遊んで学べる  

       体験型エコ・テーマパーク！」 

会場：市役所西側ふれあい広場 

 

※今年度は10月18日・19日に開催予定 

 

すべての世代に向けた取組み 

環境教育・学習の推進 政策経営課 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
○「環境フェスティバルふくおか」は平成15年度からかぞえて，
　今回で12回目です。
　
　昨年は，２年振りに「子どもくるくる村」を開催，及び充実した事前キェンペーンやＳＮＳを活用した積極的な情報発信等により，
近年の来場者数を大きく上回りました。今年も現在の集客力を活かし，さらなる効果的な環境に配慮したイベントとしてPRしたいと
考えています。
　10月18日・19日に開催予定でございます。
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＜平成25年度に行った主な事業＞ 
・小学生を対象に実験をしながら楽しく学べる 「エコKid’sスクール」，「工作教室」を開催 
・「シーサイドももち関係施設協議会」のイベント参加（スタンプラリー）など 

環境教育・学習施設 

体験型の学習施設 
「環境・保健衛生に関する情報」や「学習の場」を市民に提供！ 

体験学習ゾーン エコKid’sスクール 

保健環境学習室「まもるーむ福岡」 

ガイア（映像施設） 

保健環境管理課 

ミラクルラボ 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
○また，本市の環境教育･学習施設としまして，
　保健環境研究所１階に，体験型学習施設の，
　「まもるーむ福岡」を設置しております。

○小学生を対象に，実験をしながら楽しく学べる
　「エコKid’sスクール」の開催や，生物多様性，熱中症
　などに関する情報提供を行っています。

　



取組５．環境に配慮した行動を促すための共通的基盤 
    の整備 

 
 ～国際環境協力の推進 
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
○続いて，本市が取り組んでおります国際環境協力について
　でございます。



63 

サモア 

パナマ 

キューバ 
ｴﾙｻﾙﾊﾞﾄﾞﾙ メキシコ 

イラン 
パキスタン 

ネパール 中国 

マレーシア 
タイ 

ベトナム   

福岡の環境技術を世界へ 

 2011年7月 
 国連で 
 認定 

国連のクリーン開発メカニズム（ＣＤＭ）理事会で認定！ 
 

既存の埋立地に「福岡方式」を導入 
          ↓ 
 発生を抑制できたメタンガスの量をカーボンクレジット    
（＝温室効果ガスの排出権）として換算できる。 

＜「福岡方式」普及に向け，職員派遣した国々＞ 

政策経営課 

施設課 
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
○　「福岡方式」をはじめ福岡の環境技術は，廃棄物処理問題が急増する
　世界各国から注目されています。






＜備考：ＣＤＭ＞
先進国が開発途上国において技術・資金等の支援を行い，温室効果ガス排出量の削減または吸収量を増加する事業を実施した結果，削減できた排出量の一定量を支援元の国の温室効果ガス排出量の削減分の一部に充当することができる制度 
「福岡方式」は，国連のクリーン開発メカニズム（ＣＤＭ）理事会において，既存埋立地に本方式を導入することで発生を抑制できたメタンガスの量を，温室効果ガスの排出権取引（カーボンクレジット）の対象とすることができるという，新たな手法として認定された。
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国際環境協力の推進 

○廃棄物埋立技術「福岡方式」を学ぶ研修生の受け入れ 

  ・研修生 パキスタン，ケニア等  9ヶ国   14名    【平成25年度】 

  ・見学者 中国，インドネシア等 63ヶ国 245名      〃  
    

       ※見学者の受け入れ累計は 70ヶ国以上 4,182名                                                                                     

アジア太平洋地域を対象とした研修生受入・専門家派遣 

 
○ベトナム国ハイフォン市との覚書を延長[平成26年1月］  
  ・「福岡方式」を軸とした技術協力協定の締結に向けた 
  覚書を締結し，現在協定締結に向けて準備中。 

政策経営課 

施設課 

○平成26年度には，庁内の組織体制を強化，推進会議を設置 
 （総務企画局，環境局，道路下水道局，水道局） 

⇒全庁的な国際貢献・展開を推進 
 ※平成26年8月 ミャンマー国ヤンゴン市での「まちづくりセミナー」に参加 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
○福岡市は，ハビタット福岡本部やジャイカ（国際協力機構）などの国際機関
　と連携しながら，アジア太平洋地域を対象とした研修生，行政官の見学者
　受け入れや，本市 環境局職員を派遣しての，現地での技術指導を行うなど　
　アジア太平洋諸国を中心に「福岡方式」の技術移転を行っています。

○平成25年度は，アジア太平洋諸国やアフリカなどから，研修生14名，
　見学者245名を受け入れております。

○また，今年度には，庁内に推進会議を設置し，上下水道分野なども
　あわせた全庁的な国際貢献・展開推進の体制を強化しております。

○今後も，この「福岡方式」をはじめ，福岡の様々な環境技術をアジア太平洋
諸国を中心に発信し，環境分野における国際貢献を進めてまいりたいと考えて
おります。

＜備考＞
・環境局職員を派遣しての現地での技術指導・・・これまでに１２か国
・中国の清華大学と｢福岡方式｣の普及を含めた環境分野の技術協力協定を締結
　（３年ごとの自動更新）。
・H26年５月15日　ミャンマー国・ヤンゴン市とMOU締結に向けた覚書を締結
　（水道，環境分野などの技術を提供）
　※H26年8月25・26日　まちづくりセミナー参加（ヤンゴン市）



取組６．試験・研究の充実 
 
 ①試験・検査の実施状況 
 
 ②調査・研究の実施状況 
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
○最後に，環境と保健に関する試験検査，調査研究等
　についてご説明します。



①試験・検査の実施状況 
１ 生活環境の安全と安心を確保するための有害化学物質，大気等の検査 

２ 廃棄物処理施設等の安全のための検査  

環境科学課 
保健環境管理課 

市民等からの苦情に伴う臨時検査 

区分 検体数 述べ項目数 

水質 62 590 

大気 1 6 

水質・大気・有害物質等に関する検査 

区 分 検体数 延べ項目数 

河川調査 124 248 

博多湾調査 36 72 

地下水調査 72 1,270 

ダイオキシン類調査 65 3,261 

環境ホルモン調査 51 170 

ゴルフ場農薬調査 16 1,136 

有害大気汚染物質 336 7,117 

室内空気中化学物質 145 721 

アスベスト関係検査 106 326 

河川の油流出事故・白濁事故 
河川や池での魚のへい死事故 
アスベスト緊急調査  に対応 

区分 検体数 述べ項目数 

処理施設 1,973 20,140 

資源化 68 2,116 

魚の斃死事故 

白濁事故 

地下水の有機塩素化合物，ゴルフ場農薬などの有害物質検査，酸性雨，
PM2.5の成分調査や水質事故等の緊急事案への対応  

清掃工場や埋立
場排水の重金属
等の検査 
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
○試験研究は，福岡ヤフオクドーム横の保健環境研究所で実施しています。
　生活環境の安全安心のために，河川，博多湾等の水質検査，農薬，ダイオキシン等の有害化学物質，
　酸性雨やPM2.5の組成調査等を実施しています。
　また，廃棄物処理施設等の検査も実施しております。
　河川での油流出事故の原因追及のための臨時検査も実施しています。



 市民の健康と食の安全を確保するための試験・検査 

①試験・検査の実施状況 保健科学課 

遺伝子検査 

市内流通食品 
市民HIV等検査依頼 

食品収去 
検査受付 

事業者・市民 

試験検査 検体数 

感染症に関する検査 12,548 

食品収去検査 2,111 

環境衛生関係検査 538 

家庭用品試買検査 48 

環境保全関係検査 28 

計 15,576 

検査区分 検体数 

腸管出血性大腸菌等 1,406 

食中毒菌 
（ヒト便・吐物・残品等） 797 

農薬（マラチオン） 22 

異物混入など 28 

計 2,253 

2 健康危機管理に係る検査 1 法令等に基づく検査 冷凍食品へ
の農薬混入

事件 

食中毒発生 
感染症発生 

事業者・市民 

聞き取り調査 
検体確保 

保健環境研究所 

原因究明の
ための検査 

試験検査 

保健所 

結果報告 

保健所 

結果報告等 
行政措置等 
拡大防止対策 保健所職員 
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
○保健衛生に関しては，感染症法に基づくウイルスや微生物の検査，
　食品衛生法に基づく食品の検査を実施し食の安全を確保しています。
　感染症や食中毒が疑われる場合は速やかに対応をしております。
　昨年末の冷凍食品の農薬混入事件にも対応しております。



②調査・研究の実施状況 
１ 有害化学物質，水質，大気，生物 

黄砂や微小粒子状物質（ＰＭ2.5） 
博多湾の水質保全 
ゴケグモ類 
  

○家庭ごみの減量・適正排出に
むけた，組成・排出状況調査 
○ごみ処理施設の維持管理に
係る調査研究などを実施   

２ 廃棄物資源化・処理施設  

環境科学課 
保健環境管理課 

ゴケグモ調査 博多湾採水の様子 

空きびん・ペットボトル
排出状況調査 
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
○また，環境分野の研究では，PM2.5，ゴケグモ類，博多湾，また，廃棄物の組成調査等を実施しています。
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１ 健康危機管理の充実・強化 

２ 食の安全・安心に関する調査研究 

②調査・研究の実施状況 保健科学課 

 ○残留農薬の一日摂取量調査 
 ○食品中の有機ヒ素の分析法開発 

○感染症検査の充実・強化 
 ・鳥インフルエンザウイルス（Ｈ7Ｎ9） 
 ・マーズコロナウイルス 
 ・重症熱性血小板減少症候群ウイルス 
○麻しんに関する調査研究 
○食中毒菌に関する調査研究 

鳥インフルエンザウイルス     
（H7N9） 

国立感染症研究所提供 
 

遺伝子検査 
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
○保健衛生に関する研究では，食中毒菌に関する調査研究や残留農薬等一日摂取量調査等を実施しております。




ご静聴ありがとうございました 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
○福岡市の環境施策について，平成25年度の取組みを
　中心にご報告いたしました。ご静聴ありがとうございました。
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